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富野

a でで詑坑でで立主主‘
全潜父宝以忍:;tF_'日

警手 ，" 

亡事故ゼロ2，000日達成禄記念:し、村内の小学校全児童による突

通安全バレードが5月19日午前9時から繰り広げられました。

このパレードは各学校ごとに実施されたもので、パトカーを先頭に手

づくりの「突通死亡事故ゼ口2，000日達成」の横断幕を掲げ、バトンガー

jレ、鼓笛隊、プラカードを持った児童たちが約 2キロのコースを行進。

商庖街や田菌地帯をパレードし、沿道の住民に「死亡事故ゼ口守れJ

を呼びかけ、事故防止を訴えました。
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村
消
防
団
の
春
季
検
閲
が
、
五
月

十
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校
校
庭

で
行
わ
れ
、
団
員
と
婦
人
消
防
隊
ら

二
百
七
十
三
人
が
参
加
し
、
士
気
あ

ふ
れ
る
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

小
原
副
団
長
の
開
始
の
こ
と
ば
に

続
い
て
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員

に
対
す
る
黙
袴
を
捧
げ
、
天
皇
陛
下

の
お
こ
と
ば
の
後
、
検
閲
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
団
長
か
ら
検
問
官
に
委

嘱
さ
れ
た
村
長
は
、
団
員
ら
が
号
令

に
よ
っ
て
機
敏
な
動
き
を
見
せ
る
通

常
点
検
や
分
列
行
進
を
点
検
し
ま
し

た。

検閲官による通常点検

小蒜
-'/ 

高生
中

竜岩
・3去。

崎寺

南
須
釜

オヒ
須。
釜

吉
山
小
鹿

石

四

辻

新

田

塩

感

謝

状

(
退
職
分
団
長
)

川

辺

鈴

木

蒜

生

出

山

小

高

三

輪

勝良常ユ清勝辰武輝長甚直雄賢 政 重
之勉

一 美 一夫雄一助治司彦 勝治

重

治勉勇

中
岩
法
寺

竜

崎
南
須
釜

北
須
釜

草阿小遠鈴

野部林藤木

光

雄
長

一

喜

則
金
四
郎

新

一

士

口

鈴

山

小

屋

石

四

辻

新

団

関

(
一
般
協
力
者
)
佐男

鹿藤根森木

日
出
夫

直

一孝
幸

男
洋

悦

行
政
相
談
委
員
に
首
藤
信
勝
さ
ん

こ
の
ほ
ど
、
行
政
管
理
庁
か
ら
村

の
行
政
相
談
の
窓
口
と
な
る
行
政
相

談
委
員
に
、
首
藤
信
勝
さ
ん
(
大
字

小
高
字
御
城
三
十
七
宮
五
七

l
二
五

O
七
)
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
二
年
で
、
国
の
仕
事
を
は

じ
め
、

J
R
東
日
本
、

N
T
T
等
の

仕
事
、
県
や
市
町
村
が
国
か
ら
委
任

さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
し
て
の
苦
情
や
要

望
、
意
見
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
い

た
し
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
円
谷
一
房
夫
さ
ん

利三春ク

こ
の
あ
と
、
消
防
協
会
会
長
賞
の

伝
達
、
防
火
優
良
家
庭
の
表
彰
や
感

謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
消
防
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
た
ち
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。
最
後
に
仁
井

田
団
長
か
ら
「
村

民
の
み
な
さ
ん
の

尊
い
生
命
と
財
産

を
守
る
と
い
う
使

命
を
果
た
す
た
め
、

さ
ら
に
予
防
消
防

の
徹
底
と
強
化
を

図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
訓
辞
が

あ
り
、
団
員
ら
は

火
の
守
り
役
と
し

て
の
誓
い
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

川 元元
(表拭分福

辺防 -")..ム団島
火 彰 長 長 県
優消
良状 防

鈴塩大宗車 上遠高岩高溝曲坂鈴家 草曲協
1荏 A
hーコD;'

田森口欠木沢野形田野藤林谷原井山本木) 里子山長
賞

保正(
{云

治ー遺

昭
和
六
十
二
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
に
、
南
須
釜
字
滝
作
の
円
谷
房
夫

さ
ん
(
印
)
が
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
一
年
で
、
県
政

に
対
す
る
意
見
や
要
望
等
を
出
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
に

出
席
さ
れ
る
な
ど
村
民
の
代
弁
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

こ
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
は
県
内
で

職
業
別
・
年
齢
別
に
よ
っ
て
百
二
十

五
人
が
選
ば
れ
、
円
谷
さ
ん
も
そ
の

中
の
一
人
と
し
で
県
政
に
参
加
さ
れ

る
わ
け
で
す
。
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六
月
は
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
。
例
年
、
長
雨
や
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
っ
て
全
盟
各
地
で
、
土
石
流
、
地
す
べ

り
、
が
け
崩
れ
が
起
き
た
り
、
尊
い
人
命
や
財
産
が

一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
力
月
間
は
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
向
し
で
す
。
日
頃
か
ら
十
分
注
意
を

は
ら
い
、
災
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
を
生
む
大
一
関

昨年の集中豪爵による土砂くずれ

植
木
鉢
と
か
庭
に
土
を
盛
り
上
げ
、

そ
こ
に
水
を
注
い
で
み
る
と
、
は
じ

め
は
水
が
み
る
み
る
う
ち
に
し
み
込

ん
で
い
き
ま
す

G

し
か
し
、
水
を
含

み
き
れ
な
く
な
る
と
土
は
山
崩
れ
始
め

ま
す

G

土
砂
災
害
は
こ
う
し
て
起
こ

る
の
で
す
。

土
砂
災
害
な
ん
て
無
縁
の
も
の
、

被
害
に
あ
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
そ

う
思
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
雨
が
し
ば
ら
く
続
い
た
あ
る
日

突
然
に

1
1
0

地
慣
が
崩
れ
る
と
は
ふ
だ
ん
誰
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
台
風

や
梅
雨
な
ど
で
雨
が
一
時
に
多
量
に

降
る
と
、
い
つ
も
は
水
の
少
な
い
沢

か
ら
土
砂
が
流
れ
出
し
た
り
、
ふ
だ

ん
ゆ
丈
夫
そ
う
に
見
え
る
が
け
が
崩

れ
始
め
ま
す
。
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
む

た
め
で
す
。
土
砂
災
害
は
地
面
の
崩

れ
方
で
「
土
石
流
」
「
地
す
べ
り
」

「
が
け
山
腕
れ
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

の
土
や
石
、
砂
な
ど
が
、
水

110番とは、事件事故が発生したと

への緊急通報用の電話てす。110番を受理した

警察ては、ただちに無線てパト力ーや白バイ

に指令し、現場{こ急行します。

と
ま
じ
り
あ
っ
て
津
波
の
よ
う
に
流

れ
る
も
の
で
、
ん
一
一
一
必
な
谷
川
や
、
谷
の

出
口
の
一
扇
状
地
な
ど
に
多
く
発
生
し

ま
す
。
流
れ
の
先
頭
部
に
大
き
な
岩

が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
破
壊
力

は
土
砂
災
害
中
最
大
。
ま
た
流
れ
る

速
さ
も
時
速
二

0
1
四
O
凶

恐
ろ
し
い
災
害
で
す
コ

ベ

粘
土
な
ど
地
中
の
滑
り
や
す
い
層

を
境
に
、
そ
こ
か
ら
上
の
地
面
が
そ

っ
く
り
動
き
出
す
も
の
で
す
。
動
き

は
、
ふ
だ
ん
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、

金持があったのな(けんか、交通事故、とろ

ほう)

雪量いつ、どζて、そζへ行く自擦は(たった

今、今から 5分前、 00町00蕗底前)

雪量事件のあらまし((jが人や事件事故の様子)

場記入は(人数、入額、媛装、逃走方向、逃

げた車)

場あなたの住所・氏名・電話番号(事件・

故との関係)

赤・ピンク常務

応の人にカギて切り替えてもらってダ

イヤルする。カギて切り答えないと一方

通話とな 1)110番には路こえません。

突
然
速
度
を
増
す
こ
と
が
あ
り
、
そ

う
な
る
と
地
す
べ
り
土
塊
の
上
、
進

む
先
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。
池
や
沼
、
井
戸
な
ど
の
水

が
怠
に
増
え
た
り
、
潜
っ
た
り
し
た

と
き
は
要
注
意
で
す
。

が
け
崩
れ

斜
面
が
突
然
崩
れ
港
ち
て
く
る
恐

ろ
し
い
災
害
で
す
。
発
生
の
予
測
が

難
し
く
、
崩
壊
速
度
も
早
い
た
め
人

命
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
く
、

亀
裂
や
浮
き
石
、
わ
き
水
が
あ
っ
た

り
、
上
部
が
せ
り
出
し
て
い
る
よ
、
つ

な
が
け
は
危
険
で
す

G

赤・驚・資電話

送受話務をはずし、電話器の詰ijjlfi

「赤いボタンJ を持してか
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総
合
検
診
が
始
ま
り
ま
す

今
年
度
の
一
般
総
合
検
診
が
下
記

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る

i
i成
人
病
は
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

明
る
い
家
庭
は
健
康
か
ら
で
す
。
年

に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
安
心
で

し
あ
わ
せ
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

検
診
内
容

-
凶
作
結
核
検
診
:
:
:
日
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
学
校
や
会
社
等
で
受
け

ら
れ
る
人
、
及
び
妊
婦
は
除
き
ま

す。

-
繁
一
般
診
査
:
:
:
ω
歳
以
上
。

*
胃
検
診
・
..... 

Mm
骨
肺
検
診
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ω
歳
以
上
の
希
望

す
る
人
。

持
参
す
る
も
の

昨年の総合検診から(一般診査)

尿
・
検
診
料
五
百
円
(
精
密
検
査

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
す
)
・
健

康
手
帳
・
受
診
券
・
健
康
審
査
録
・

胃
検
診
録

次
の
こ
と
に
注
意

@
ω
歳
以
上
の
方
と
胃
検
診
を
受
け

る
方
は
、
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
来
て

く
だ
さ
い
。

@
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
国
間
検
診

以
外
な
ら
ど
の
会
場
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

圏圏圃圏圏圏

館
隣
一
館
一

民
自
一
育
げ

と
商
一
体
セ

古
屋
一
村
善

辺
登
一
川
知

川
加
一
玉
就

7 時~9 時
川辺

上記組以外

草

展

し1

つ

玉
川
山
野
草
会
(
会
長
・
車
田
光

雄
会
員
三
十
三
人
)
で
は
、
五
月

七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
村

就
改
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
山
野
草

展
を
開
き
、
見
に
訪
れ
た
人
た
ち
は

野
山
の
初
夏
の
香
り
を
心
ゆ
く
ま
で

味
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
「
山
吹
き
草
」
な
ど 7時，.._， 9時

7時，.._， 9時

7 時~9 時

7時，.._， 9時

を
は
じ
め
会
員
が
丹
精
こ
め
た
鉢
、

百
十
点
を
展
示
。
今
回
、
初
め
て
競

技
花
の
部
が
設
け
ら
れ
、
第
一
回
の

村
長
賞
に
伊
東
教
子
さ
ん
の
「
日
本

さ
く
ら
草
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
来

年
の
競
技
花
は
「
大
文
字
草
」
。
同

会
で
は
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。

山小屋公民館

玉川村体育館

就業改善センター

玉川村体育舘

就業改善センター

中

山小屋・河平

小半弓膏井沢

小高
1 組~ 7組

小高
上記組以外

〕
初
夏
の

民館崎公
コ£ι
Eg 7 時~9 時崎

勤労者体育館

公 民館
吹商 j苫 隣

四辻農業研修所

塩田タ‘ミ子宅前

自宮

岩法寺公民館

=と

矢

須釜児童

7 時~9 時

7 時~9 時

7 時~9 時

7 時~9 時

7時，.._， 9時

釜

釜

寺

辻

須

法

=と
Eコ

須

愛好者でにぎわった山野草展
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を
教関根和之

(泉中 1年)

朝
、
ぼ
く
が
学
校
へ
行
く
準
備
を

し
て
い
る
と
、
い
つ
も
の
放
送
。
「
ド

ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
、
安
全
運
転
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
玉
川
村
は
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
二
千
日
達
成
も
関
近
な

の
で
、
運
転
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
」

凹

固定資産の

圃yシ卜

8 

夫
、

六
年
生
ま
で
の
ぽ
く
な
ら
、
こ
の

一
野
一
軒
の
家
に
流
れ
る
広
報
無
線

の
放
送
を
あ
ま
り
気
に
も
止
め
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
四
月
六
日
か
ら
中

学
生
と
な
り
、
毎
日
六
キ
ロ
の
道
の

り
を
自
転
車
で
通
学
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
こ
の
放
送
が
ぼ
く
の

心
に
自
転
車
の
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
自
分

で
注
意
し
て
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
そ
れ
は
、
自
転
車
で
あ
っ
て
も
歩

行
者
か
ら
運
転
を
す
る
立
場
に
変
わ

っ
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
転

車
を
運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
ぼ
く
は
、
ど
う
し
て
も
自
転
車
で

前
に
進
む
こ
と
し
か
考
え
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
(
自
動
車
が
後
か

ら
来
る
か
ら
、
こ
の
道
は
狭
い
し
、

止
ま
っ
て
い
よ
う
。
)
と
い
う
考
え

よ
り
、
「
よ
し
、
狭
い
か
ら
も
っ
と

飛
ば
し
て
平
く
広
い
道
へ
出
ょ
う
」

と
考
え
、
自
動
車
が
す
ぐ
後
か
ら
来

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ペ
ダ
ル
を
ぐ

ん
ぐ
ん
踏
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
そ

し
て
、
運
転
手
の
人
に
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
時
は
「
う
る
さ
い
な
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
事
故

に
つ
な
が
る
も
と
な
の
で
す
。

も
し
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
ぼ
く
の

体
が
左
側
に
傾
い
た
と
し
た
ら
、
ぽ

く
は
ケ
ガ
か
、
あ
る
い
は
死
ぬ
か
も
レ

し
れ
な
い
の
で
す
。
ぼ
く
は
自
分
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
で
、
自
分
の
判

断
で
狭
い
道
だ
ろ
う
が
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。

中
学
校
で
交
通
安
全
委
員
に
な
っ

た
ぼ
く
は
、
自
分
の
こ
と
を
深
く
反

省
し
、
誰
も
が
事
故
に
会
わ
な
い
よ

う
に
し
て
い
こ
う
と
、
毎
週
月
水
金

の
三
回
自
転
車
の
点
検
を
す
る
こ
と

を
学
級
で
提
案
し
ま
し
た
。
ぼ
く
た

ち
の
力
で
出
来
る
小
さ
な
運
動
だ
と

思
い
ま
す
。
安
全
ベ
ル
ト
の
代
わ
り

が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
の
で
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
き
ち
ん
と
止
め
て
あ
る
か
、
左

端
を
走
っ
て
い
る
か
な
ど
を
調
べ
る

の
で
す
。
広
報
無
線
が
、
ぼ
く
に
安

全
運
転
の
心
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
ロ

さ
ら
に
、
玉
川
村
の
人
た
ち
の
交

通
安
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

Q固定資産の評価替えとは何てすか

A固定資産税は、固定資産の価格、す

なのどyzr道正J主的'ifli_;モE謀説干支革と

して課税されるものです。ですから、本

来なら毎年度評価替えを行い、 「適正な

時価Jをもとに課税をすることが納税者間

における税負担を公平にします。しかし、

膨大な量の土地・家屋について毎年度評

価を見直すことは、実務的に事実上不可

能なことです。

このため、 3年間評価額を据え置く制

度、すなわち 3年毎に評価額を見直す制

度がとられているわけです。評価替えは、

この間における資産価格の変動に対応し、

評価額を適正な

均衡のとれた価

格に見直す作業

であるといえま

す。昭和60年度

が評価替えの年

てしたのて、次

の評価替えは昭

和63年度になり

ます。

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
父
が
野
菜

の
出
荷
の
た
め
、
須
賀
川

へ
行
く
途

中
、
国
道
一
一
八
号
線
を
走
っ
て
行

く
と
、
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
千

日
」
と
大
き
な
文
字
が
自
に
入
り
ま

す
。
横
断
幕
に
書
か
れ
た
赤
い
字
は
、

玉
川
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
「
事

故
に
会
わ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
願

い
と
、
「
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
厳
し
い
教
え
が
込
め

ら
れ
で
い
る
と
思
う
の
で
す
。

父
は
、
「
い
つ
も
こ
の
字
を
見
る

と
、
気
を
付
け
て
運
転
し
よ
う
と
思

う
ん
だ
ぞ
。
」
と
ぼ
く
に
言
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
今
朝
も
「
安
全
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
」
の
声
を
耳
に
ペ

ダ
ル
を
踏
み
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
の
村

の
交
通
安
全
が
も
っ
と
も
っ
と
続
く

よ
う
に
、
白
か
ら
耳
か
ら
ど
ん
ど
ん

P
R
し
て
く
だ
さ
い
。

多くの家庭ては、

突然の災難に備え、

います。

生命保険に加入すると、支払った保険

料の額に応じ、一定額が総所得金額力、ら

控除されて税額が計算されます。

また、生命保険契約に基づいて受け取

った生命保険金は、その保険料をだれが

負担していたかによって、椙続税、贈与

税あるいは所得税の課税対象となります。

詳しくは、最寄りの税務椙談室や税務

署にお尋ねください。

病気や交通事故など

生命保険に加入して



計図:J'l， 
E又福島空港公国基本

¥， 

， 

‘ ょ、
・:i

自然と科学のゾーン j

県道古殿・須賀川線

コミュニティーホール

科学の広場
{光l

郷土と風景のゾーン
フィールドアスレチックスの山

流れるプール入口広場

クラブハウス

運動広場

スポーツゾーン

多目的運動広

テニスコート

山
い
い

!
i
l
i
-
-ゃ
れ
v
d
v
N
y

j

b
J

j
J
J
 

y
f
u
u

・吋
A1
・・町、

t
q
d
弘
γ
・6
h円
.be
シ
ー
ー

、
x
-
K山

6

・

i

，J民
lAIL--ftb-h

京

九

九

月

寸

』

J

t
附
切
削

wmwJm

toャ

q

，d昨

‘口、
守、、、、、

、い、

zモ
フルーツのE

多目的広場(ヒクニ ノ7広場

i主流広場

ハーベキュー広場
遊戯広場

パタ ーコルフ場

ファミリーピクニックゾーン

|トレンチ迷路

， 

，
 ー''

，
 

e
-

• 
'
1

・''

間一ーー-TtE
自然と散策のゾーン

村道 1-10、号線

福
島
県
の
高
速
交
通
体
系
の
要
と

な
る
福
島
空
港
は
、
二
千
M
の
滑
走

路
を
待
つ
第
三
種
空
港
と
し
て
、
昭

和
六
十
八
年
三
月
開
港
を
め
ざ
し
て

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
港
し
ま
す
と
札
幌
、
名
古
屋
、
大

阪
、
福
岡
の
各
空
港
へ
定
期
便
が
就

航
す
る
こ
と
に
な
り
、
福
島
県
の
経

済
圏
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
二
月
、
空
港
建
設

予
定
地
が
須
賀
川
市
と
玉
川
村
に
ま

た
が
る
「
須
賀
川
東
」
に
決
定
し
て

か
ら
五
年
余
り
経
過
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
具
体
的
な
建
設
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
、
国
の
予
算
も
十

二
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
主
は
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
伊

「
用
地
の

一
部
を
買
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
空
港
用
地

は
空
港
本
体
と
五
カ
所
の
調
整
池
、

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
接
続
す
る
道
路
、

さ
ら
に
は
空
港
公
園
の
用
地
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
用
途
別
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
業
別
に
年
次
計
画
を
立

で
買
収
に
入
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
買
収
前
の
手
続
き
と
し
て
公

園
区
域
の
範
囲
決
定
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
手
続
き
は
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
公
告
縦
覧
や
都
市
計
画

審
議
会
の
審
査
を
経
て
区
域
が
決
定

さ
れ
ま
す
c

こ
の
区
域
決
定
に
関
連
し
て
、
こ

の
ほ
ど
広
域
公
園
と
し
て
整
備
す
る

基
本
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

規

模

は
県

下

最

大

都
市
公
園
の
面
積
は
、
約
三
百
二

十
五
協
で
、
公
園
用
地
と
し
て
は
県

下
で
は
最
大
規
模
の
広
域
公
園
と
な

り
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
、
「
自
然
と
科
学
を
体
験
す

る
公
園
」
を
メ

l
ン
テ

l
マ
に
、
各

施
設
を
ゾ

l
ン
ご
と
に
適
所
に
配
置

し
、
魅
力
あ
る
公
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
な
、
公
園
利
用
と
し
て
は
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
や
、
県
中
地

区
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠

点
と
し
て
幅
広
い
利
用
が
見
込
ま
れ

る
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の
経
済
的
波

及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

6
9
A
W
ゾ
B
U以

公
園
の
基
本
計
画
は
、
空
港
を
境

に
大
き
く
東
側
と
西
側
に
分
け
、
さ

ら
に
東
側
を
三
つ
に
、
西
側
を
二
つ

に
分
け
て
、
公
園
全
体
を
五
つ
の
ゾ

ー
ン
に
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
l
ン

の
特
色
が
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
施
設

を
次
の
よ
う
に
配
置
し
ま
す
口

自
然
と
科
学
の
ゾ

l
ン

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
南
東
部
の
起
伏

の
多
い
土
地
で
、
家
族
連
れ
や
児
童
・

生
徒
の
課
外
授
業
な
ど
の
利
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

主
な
施
設
は
、
子
供
未
来
科
学
館
、

森
の
科
学
館
、
科
学
の
広
場
な
ど
で

す
。郷

土
と
風
景
の
ゾ
l
ン

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
前
面
で
、
福

島
県
の
イ
メ

ー
ジ
を
印
象
づ
け
る
役

割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

主
な
施
設
は
、
郷
土
の
庭
、
展
望

広
場
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ゾ

l
ン

滑
走
路
の
北
側
の
部
分
で
、

ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
の
利
用
を
想
定
し
て

い

ま
す
。

主
な
施
設
は
、
多
目
的
運
動
広
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ス
な
ど
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ゾ
l
ン

目M‘、、、 、
ー

滑
走
路
南
側
の
区
域
で
、
家
族
連

至須賀UlI:少3

.'・・，，-/ 売田川

〆

れ
や
グ
ル
ー
プ
の
利
用
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

主
な
施
設
は
、

ト
リ
ム
の
森
、
多

目
的
広
場
(
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
)
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
な
ど
で
す
。

自
然
と
散
策
の
、ソ
l
ン

滑
走
路
西
側
の
起
伏
に
富
ん
だ
区

域
で
、
児
童
生
徒
の
遠
足
や
家
族
連

れ
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
施
設
は
、
展
望
広
場
、
四
季

の
森
、
多
目
的
広
場
な
ど
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
空
港

開
港
時
ま
で
に
完
成
す
る
も
の
と
、

そ
の
後
年
次
計
画
で
完
成
さ
せ
る
も

の
な
ど
、
具
体
的
な
実
施
計
画
は
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

福島空港周辺を広

域公園として都市計

画決定するため、土

地の区域についてそ
の案を縦覧いたしま
す。

6月中旬から14日間
福島県郡山建設事務所・須賀川市都市計画課

.玉川村企画課

*縦覧期間

*縦覧場所
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6
月
4
日
i
m
日
歯
の
衛
生
週
間

玉

子

は

多
い
ん

さ
ん
、

む
し
歯
予
防
に
欠
か
せ
な
い
の
は

H

歯
み
が
き
H

と
知
っ
て
い
て
も
、

歯
の
正
し
い
み
が
き
方
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
六
月
四
日
か

ら
十
日
ま
で
「
歯
の
衛
生
選
問
L

で
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
子
ど
も
た

ち
の
実
態
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
歯
の
正
し
い
み

が
き
方
を
確
認
し
、歯
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1111川

ず〉

多
い
幼
稚
園
児
の

む

し

歯

一
人
当
り
七
・
一
本
に

左
の
表
は
、
村
内
の
幼
児
、
幼
稚

園
児
、
小
学
生
の
歯
科
検
診
結
果
で

歯みがきは習慣づけが大切(詣みがきの指導教室から)

4. 1 

152 7.1 

342 

955 

68 

88.8 

歯科検診結果

83 

135 

122 

5.1 

す
。
こ
の
表
か
ら
一
歳
六
カ
月
健
診

で
は
、
む
し
歯
を
も
っ
て
い
る
子
ど

も
が
三
人
し
か
い
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
三
歳
児
健
診
で
は
八
十
三
人
、
全

体
の
六
八
%
の
子
ど
も
が
何
本
か
は

む
し
歯
を
も
っ
て
い
ま
す
。
急
激
に
増

え
て
い
る
の
が
一
回
で
わ
か
り
ま
す
。

一
人
当
り
で
み
て
み
る
と
、
タ
タ
い

子
ど
も
で
六

1
八
本
も
あ
り
、
中
に

は
健
康
な
歯
が
一
本
も
な
い
と
い
う

子
ど
も
も
い
ま
す
む

一
歳
六
カ
月
児
の
時
点
で
歯
み
が

き
な
ど
の
予
防
を
す
れ
ば
、
三
歳
児

に
な
っ
て
こ
ん
な
に
む
し
歯
は
増
え

ま
せ
ん
。
乳
歯
は
生
後
六
カ
月
ご
ろ

か
ら
生
え
始
め
、
二
歳
に
な
る
と
個

人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
一
一

O
本
生
え

そ
ろ
い
ま
す
。
乳
歯
の
時
点
で
、
す

で
に
永
久
歯
は
つ
く
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
お
母
さ
ん
た
ち
は
頭
に

入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
四
歳
、
五
歳
の
幼
稚
園
児

を
み
て
み
ま
す
と
、
百
五
十
二
人
の

園
児
の
う
ち
、
む
し
歯
ゼ
ロ
は
十
七

人
で
、
約
八
八
・
八
%
に
あ
た
る
百

三
十
五
人
が
む
し
歯
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
は
県
平
均
並
み
(
八

八
・
七
%
)
で
す
が
、
全
国
平
均
(
八

三
・

O
四
%
)
よ
り
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
当
り
の
む
し

歯
の
数
は
七
・
一
本
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乳
歯
で
す
。

小
学
生
で
は
、
一
人
当
り
の
む
し
歯

の
数
は
五

・
一
本
と
幼
稚
園
よ
り
少

3， 367 89. 6 662 739 

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被

怠
率
を
み
て
み
ま
す
と
八
九
・
六
%

で
、
七
百
三
十
九
人
の
う
ち
六
百
六

十
二
人
の
子
供
が
む
し
歯
を
も
っ
て

い
ま
す
。
む
し
歯
が
全
く
な
い
子
供

は
、
全
体
の
わ
ず
か
一
割
の
七
十
七

人
し
か
い
ま
せ
ん
。

む
し
歯
は

身
体
的
、
心
理
的
に
も

悪

影

響

む
し
歯
に
な
る
と
か
む
力
が
低
下

し
、
発
育
が
悪
く
な
る
な
ど
身
体
的

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

顔
だ
ち
が
悪
く
な
る
な
ど
心
理
的
な

面
に
も
大
き
く
関
係
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
む
し
歯
は
一
度
か
か
る
と
完

治
す
る
の
に
も
時
間
が
か
か
る
や
っ

か
い
な
病
気
で
す
。

幼
児
期
は
体
と
心
を
つ
く
る
大
切

な
と
き
。
甘
い
も
の
の
食
べ
過
ぎ
は

む
し
歯
を
助
長
す
る
だ
け
で
な
く
、

成
長
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を

招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
や
つ
の

疋
ら
だ
ら
ぐ
い
を
さ
け
、
早
い
う
ち

か
ら
口
の
中
の
手
入
れ
を
始
め
ま
し

ょ二ノ。む
し
歯
の
痛
さ
で
泣
く
よ
り
も
、

子
ど
も
の
時
点
で
お
母
さ
ん
が
注
意

を
し
、
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
て

丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
よ
う
心
が
け
ま

'
し
ょ
λ
ノ
D
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む
し
歯
の
原
因
は

ミ
ュ
!
タ
ン
ス
菌

む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
に
も
ニ

に
も
歯
み
が
き
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
な

の
で
し
ょ
う
。

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
ミ
ュ

i
タ

ン
ス
と
い
う
菌
が
引
き
起
こ
し
ま
す
む

こ
の
菌
は
、
口
の
中
に
い
つ
も
い
て

主
に
糠
分
を
栄
養
に
繁
殖
し
ま
す
。

食
事
の
度
に
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が

口
に
入
り
、
そ
れ
ら
の
糖
分
を
栄
養

と
し
て
ミ
ュ

i
タ
ン
ス
は
増
え
、
歯

垢
(
プ
ラ

i
ク
)
と
な
っ
て
歯
の
表

面
に
く
っ
つ
き
ま
す
。
こ
の
歯
垢
の

中
に
で
き
た
「
酸
」
が
次
第
に
粛
を

溶
か
し
て
い
く
i
i
i
こ
れ
が
む
し
歯

な
の
で
す
。

111111111111 

ポ
イ
ン
ト
は
「
磨
く
」
よ
り

コ
」
す
り
落
と
す
」
に

最
近
の
食
品
を
見
る
と
、
歯
に
付

き
や
す
い
枯
着
性
の
高
い
加
工
食
品

や
糖
分
の
多
い
金
品
な
ど
、
ミ
ュ

i

タ
ン
ス
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
条
件
を

そ
ろ
え
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の

ミ
ュ

i
タ
ン
ス
菌
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
ミ
ュ

i
タ
ン
ス
の
塊
、

つ
ま
り
歯
垢
を
取
り
除
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て

み
が
い
て
も
、
歯
の
表
面
全
体
に
歯

ブ
ラ
シ
が
あ
た
ら
な
い
と
、
指
垢
は

落
ち
て
く
れ
ま
せ
ん
。

正
し
い
み
が
き
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ

の
毛
先
を
歯
全
体
に
均
等
に
あ
て
て
、

「
潜
く
」
よ
り
も
「
こ
す
り
落
と
す
」

と
い
っ
た
作
業
が
大
切
な
の
で
す
。

歯
の
形
は
一
本
一
本
違
い
ま
す
し
、

奥
の
方
で
よ
く
見
え
な
い
所
も
あ
り

に
な
っ

む
し
歯
一

ま
す

G

ま
た
、
歯
並
び
の
良
し
悪
し

で
み
が
き
方
は
違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
で
は
て
い
ね
い
に
み
が
い
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
長
い
間
に
は
ク

セ
と
な
っ
て
よ
く
み
が
け
な
い
所
も

で
て
く
る

l
i
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
基
本
的
な
み

が
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

歯
を
若
死
に

さ
せ
な
い
た
め
に
も

こ
ま
め
な
手
入
れ
を

入
閣
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
七
十

四
・
八
歳
、
女
性
は
八

0
・
五
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
む
と
こ
ろ
が
、
歯
の

寿

命

の

ほ

う

は

、

い

下

あ

ご

て
治
す
よ

な
い
注
意
を

小
山
田
歯
科
医
院

院

長

小

山

田

康

雄

六
丹
四
日
か
ら
む
し
歯
予
防
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。
む
し
歯
は
食
べ
も

の
の
カ
ス
が
駿
を
発
酵
し
、
骨
質
を

と
か
す
た
め
に
お
こ
り
ま
す
。
む
し

歯
の
予
防
は
一
に
も
二
に
も
搭
く
こ

の
糸
切
り
歯
が
生
え
始
め
て
か
ら
約

六
O
年
、
短
い
も
の
で
は
男
性
の
下

あ
ご
右
奥
歯
が
約
四
十
二
年
、
女
性

の
下
あ
ご
在
奥
歯
で
約
三
十
八
年
に

な
っ
て
い
ま
す

G

つ
ま
り
、
人
間
の
寿
命
よ
り
も
歯

の
寿
命
の
方
が
先
に
尽
き
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
手
入
れ
次
第

で
歯
の
寿
命
は
延
ば
せ
ま
す
。

手
入
れ
の
第
一
は
「
散
を
清
潔
に

保
つ
」
こ
と
。
食
後
は
歯
み
が
き
や

H

ブ
ク
ブ
ク

h

つ
が
い
u

で
食
ベ
カ
ス

を
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

鍵

康

な

歯

と

歯
ぐ
き
を
つ
く
ろ
う

と
で
す
。
歌
手
や
俳
優
の
方
た
ち
は

一
日
に
一
一
一
回
は
磨
く
そ
う
で
す
。
食

後
は
必
ず
歯
み
が
き
を
し
、
で
き
れ

ば
間
食
を
し
な
い
こ
と
が
最
大
の
予

防
で
す
。

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
時
期
は
歯

が
生
え
る
と
き
で
、
一
・
六
カ
月
見

や
一
一
一
歳
児
の
健
診
に
力
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
そ
の

こ
ろ
は
ま
だ
歯
が
柔
ら
か
く
、
す
ぐ

む
し
愈
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
幼
児
の
う
ち
か
ら
歯
み
が
き

を
す
る
習
慣
を
つ
け
、
で
き
れ
ば
子

ど
も
が
し
た
後
に
お
母
さ
ん
が
も
う

を
す
る
と
い
い
で
す

意
外
と
軽
規
さ
れ
が
ち
な
の
が
歯

の
病
気
で
す
。
口
臭
が
あ
っ
た
り
、

歯
ぐ
き
が
は
れ
た
り
と
い
っ
た
程
度

で
は
、
な
か
な
か
治
療
を
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
指
ぐ
き
の
肉
が
ど
ん
ど

ん
や
せ
て
ゆ
き
、
歯
を
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
あ
わ

て
て
治
療
を
受
け
る
と
い
う
の
が
実

情
の
よ
う
で
す
。

成
人
の
九
割
は
禽
ぐ
き
の
病
気

H

の

う
ろ
う
H

を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
歯
み
が
き
は
、
歯
や
歯

ぐ
き
に
残
っ
た
食
べ
物
の
カ
ス
を
き

れ
い
に
と
る
と
共
に
、
歯
ぐ
き
を
適

当
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
す
。

ね。
ま
た
、
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に

か
わ
る
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
か
け

て
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
歯
の
検
診

で
感
じ
た
こ
と
は
、
以
前
と
北
べ
て

歯
の
治
療
を
き
ち
ん
と
し
て
い
る
子

ど
も
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
親

の
衛
生
的
観
念
が
強
く
な
っ
て
き
た

現
れ
だ
と
忠
い
ま
す
し
、
大
変
結
構

な
こ
と
で
す
ね
。
し
か
し
何
と
い
っ

て
も
、
む
し
歯
に
な
っ
て
治
す
よ
り

も
、
む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

す
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す

9
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回

テ
ニ
ス
教
室
終
了

J
)

も
体

公
民
館
主
催
の
第
三
回
テ
ニ
ス
教

室
が
五
月
三
日
・
十
日
・
十
七
日
の

三
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

軟
式
十
三
名
、
硬
式
二
十
七
名
の

参
加
希
望
者
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

皆
勤
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
し
た
。

講
師
に
は
軟
式
が
郡
山
安
積
中
の

安
達
先
生
、
硬
式
は
県
南
テ
ニ
ス
協

会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
諸
先
生
が
あ
た

り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
初
め

て
ラ
ケ

ッ
ト
を
持
っ
た
方
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
組
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
な

が
ら
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
に
快

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

11111111 

フ
レ
ッ

っ
て
初
め
て
の
テ
ニ

テニス教室から

常
日
ご
ろ
、
運
動
で
汗
を
流
す
な

ど
は
、

も
う
忘
れ
る
ほ
ど
・
な
い
こ
と

で
し
た
。
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
軽
い
気

三重E

竜

坂

信

子

持
ち
で
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

ラ
ケ

ッ
ト
の
擢
り
方
か
ら
素
振
り

の
仕
方
ま
で
教
え
て
い
た
だ
き
、
ボ

ー
ル
を
打
っ
て
み
て
も
当
た
ら
ず
、

見
た
目
よ
り
も
む
ず
か
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
よ
そ
の
方
は
、
か
ろ
や
か

に
な
ん
と
簡
単
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
。

私
の
ラ
ケ
ッ

ト
だ
け
が
重
い
の
で
は

な
い
か
と
疑

っ
た
ほ
ど
で
す
。

練
習
し
た
か
い
あ

っ
て
、
ボ
ー
ル

が
当
た
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
く
、

昭
和
六
十
二
年
度
の
青
少
年
育
成

村
民
会
議
の
総
会
が
五
月
九
日
、
就

改
セ
ン
タ
ー
で
、
会
長
の
車
田
村
長

は
じ
め
約
六
十
人
の
代
議
員
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
昨
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
が
さ
れ
た
後
、
今
年
度

の
活
動
計
画
に
つ
い
て
審
議
を
し、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
て
一
致

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

重
点
活
動
の
内
容

l

凶
作
地
区
組
織
の
強
化
と
活
動
の
推
進

(
各
部
会
の
具
体
的
活
動
の
検
討
)

夢
中
に
な
り
、
帰
る
こ
ろ
は
腕
は
重

た
く
、
足
が
も
つ
れ
て
く
た
く
た
に

な
り
ま
し
た
。
痛
さ
も
次
の
練
習
日

ま
で
残
り
ま
し
た
。

二
回
目
、
三
回
目
は
試
合
ま
で
進

み
、
一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
年

齢
に
な
っ
て
初
め
て
テ
ニ
ス
を
教
え

て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
、
ボ
ー
ル

を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

し
た
c

で
き
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
来
年

も
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
凶
作
地
区
住
民
の
啓
発
啓
蒙
活
動

(
広
報
無
線
に
よ
る
児
童
生
徒
の
帰

宅
コ

i
ル
、
た
ま
か
わ
健
全
家
庭
四

ケ
条
手
拭
い
の
作
成
配
布
な
ど
。
)

-
穏
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
実
践

(
「
家
庭
の
臼
」
の
推
進
及
び
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
の
実
施
)

品
作
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
指
導

者
の
研
修

(
地
区
事
業
の
実
践
・
反
省
・
計
画
)

*
青
少
年
団
体
グ
ル
ー
プ
活
動
の
奨

励
、
援
助

(
少
年
球
技
大
会
及
び
剣
道
大
会
、

少
年
綱
引
き
大
会
な
ど
)

回
凶
作
明
る
い
社
会
環
境
ぃ
つ
く
り

(
夏
休
み
期
間
中
の
事
故
防
止
の
立

札
作
成
、
有
害
図
書
雑
誌
等
の
追

放
)

会
員
募
集

玉
川
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

玉
川
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
。
入
会
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
、

一
度
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

練
習
日
/
火
・
金
曜
日
は
朝
間
;
川

日
曜
日
は
夕
方

m
l叩

場

所

/
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
テ
ニ

ス
コ
!
ト

入
会
金
:
:
:
・
千
円

(
代
表
)
吉
田
義
之
宮
五
七
l
三
九
四
六
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保
険
料
の
納
入
は

忘

れ

ず

に

農
業

・
商
業
な
ど
の
自
営
業
者
や

家
事
手
伝
い
、
無
職
の
人
、
そ
れ
に

勤
め
て
い
て
も
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
国
民

年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り
個

々
に
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
保
険
料
は
毎
月
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
万
一
の
病
気

や
事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
や
、

不
幸
に
し
て
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た

と
き
な
ど
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
も
保
険
料
納
付
済
期
間
が

不
足
し
、
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
な
い
で
納
め
ま
し
ょ
う
。を

失
業
し
た
り
長
期
病
気
療
養
な
ど

の
理
由
で
世
帯
全
体
の
収
入
が
著
し

く
減
少
し
、
保
険
料
納
付
に
努
力
し

て
も
納
付
が
困
難
で
、
一
定
の
基
準

に
該
当
す
る
人
は
申
請
に
よ
っ
て
保

子
供
の
挫
折
経
験
と

父

親

中
学
生
か
ら
高
校
生
に
な
る
こ
ろ

に
は
友
達
と
の
つ
き
合
い
は
だ
ん
だ

ん
と
深
く
、
ま
た
複
雑
に
な
っ
て
き

ま
す
。
い
つ
も
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
が
傷
つ
け
ら

れ
る
こ
と
も
時
々
は
あ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
信
頼
し
て
い
た
の
に
裏
切

ら
れ
た
と
か
、
こ
の
人
が
こ
ん
な
卑

怯
な
こ
と
を
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

⑬ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

た
と
嘆
く
よ
う
な
経
験
で
す
。

ま
た
、
自
分
で
は
勉
強
し
て
い
る

つ
も
り
な
の
に
そ
れ
ほ
ど
成
果
が
上

が
ら
な
い
と
か
、
大
事
な
試
験
に
失

敗
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

親
し
い
入
、
愛
し
て
い
た
人
が
遠
く

に
転
居
す
る
と
か
、
死
亡
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
希
望
や
期
待
が
実
現

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
七
月
末
日
ま
で
に
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
基
準
に
該

当
し
ま
す
と
、
今
年
の
四
月
か
ら
来

年
三
月
ま
で
の
保
険
料
が
免
除
に
な

り
ま
す
。
早
自
に
役
場
ま
た
は
須
釜

支
所
に
、
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

.(;舟
下朱

し
な
か
っ
た
り
、
す
で
に
も
っ
て
い

た
も
の
が
奪
わ
れ
た
り
失
わ
れ
た
り

し
て
、
自
の
前
が
暗
く
な
る
よ
う
な

経
験
の
こ
と
を
挫
折
と
い
い
ま
す
。

打
ち
ひ
し
が
れ
て
し
ま
っ
て
打
開
す

る
道
が
見
い
だ
せ
ず
、
み
じ
め
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

大
人
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
人
は

入
学
試
験
の
失
敗
、
失
恋
、
友
情
の

喪
失
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
苦
し
い
経
験

を
重
ね
、
そ
れ
に
よ
っ
て
粘
り
強
き

も
難
問
を
解
決
す
る
知
恵
も
身
に
着

い
て
い
く
の
で
す
が
、
初
め
て
の
挫

折
経
験
の
と
き
に
は
大
き
な
絶
望
に

陥
り
ま
す
。
死
ん
で
し
ま
お
う
か
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

慢
性
の
緑
内
障
に
は

、注

車
問
山

緑
内
障
と
い
う
と
、
最
近
で
は
歌

手
の
森
進
一
さ
ん
が
か
か
っ
て
ご
存

じ
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
急
性

の
場
合
は
発
作
的
に
自
が
痛
み
、
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
吐
い
た
り
し
ま

す
っ
で
も
そ
れ
が
慢
性
で
は
、
じ
わ

じ
わ
と
進
行
し
、
視
力
も
か
な
り
末

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
本
人
は

家
庭
の
中
で
は
沈
黙
を
守
り
ま
す
。

何
が
あ
っ
た
の
と
開
い
て
も
明
答
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
元
気
が
な
く
、
不

気
嫌
な
の
で
親
に
は
何
と
な
く
分
か

り
ま
す
。

父
親
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
子

供
を
問
い
詰
め
た
り
、
し
か
っ
た
り
、

か
ら
か
っ
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

無
視
も
無
関
心
を
装
う
の
も
適
切
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
の
生
活
と
や
や
違
っ
た
こ
と
、

例
え
ば
父
親
が
そ
の
子
供
だ
け
を
外

で
の
食
事
に
誘
う
と
か
、
散
歩
に
連

れ
出
す
な
ど
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
焦

ら
ず
に
、
子
供
が
最
近
の
出
来
事
に を

期
に
な
る
ま
で
落
ち
な
い
た
め
に
気

が
付
か
ず
、
治
療
が
遅
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

視
力
は
変
わ
ら
な
く
て
も
視
野
が

狭
く
な
っ
た
り
、
自
が
疲
れ
る
、
一

時
的
に
か
す
ん
で
見
え
る
、
電
灯
や

街
灯
の
ま
わ
り
に
虹
の
よ
う
な
色
の

輸
が
見
え
る
::::こ
ん
な
症
状
が
あ

っ
た
ら
赤
信
号
で
す
。

緑
内
障
は
五
十
歳
以
上
の
女
性
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
成
人
病
と
考
え

て
年
に
一
、
二
回
検
査
を
受
け
れ
ば

早
期
に
発
見
で
き
、
点
眼
薬
で
治
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
い
て
話
す
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
子
供
の
ほ
う
か
ら
話
し
て
き
ま

す
。
そ
れ
を
批
判
し
た
り
、
非
難
し

た
り
せ
ず
に
静
か
に
受
容
的
な
態
度

で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
父
親
に
対
す

る
信
頼
と
甘
え
が
子
供
の
心
に
わ
き

出
て
き
ま
す
。

挫
折
し
て
い
る
子
供
の
気
持
ち
を

ま
ず
く
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
、
父

親
の
意
見
や
感
想
を
述
べ
る
の
は
先

の
こ
と
に
し
て
い
い
の
で
す
。
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暑
中
見
舞
は
が
き

か
も
め
!
る

宅〉
禽富喜

夏
だ
よ
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
す
ぐ
そ

こ
。
郵
政
省
で
は
咋
年
に
続
き
、
「
か

も
め
!
る
」
(
く
じ
付
暑
中
見
舞
は
が

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

き
)
を
六
月
十
五
日
か
ら
発
売
し
ま

す。
種
類
は
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
「
つ
ゆ
草
」

「
か
に
」
「
無
地
」
の
四
種
類
で
す
。
ま

た
賞
品
は
ビ
ッ
グ
に
な
っ
て
A
賞
が

ワ
ー
プ
ロ
・

B
賞
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
セ

ッ
ト
・

C
賞
が
切
手
シ
ー
ト
で
拙
せ

ん
は
九
月
十
五
日
。

ど
う
ぞ
お
早
自
に
お
好
き
な
絵
柄

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

(
川
辺
郵
便
局
)

お誕生おめでとう
;二二:ミ ーございます
~ 'O)J ムF

て/~ (4見届出分)

地区 出生児氏名 保護者名

川辺関根透一夫

蒜生真弓寿江 寿

小 高車田美幸幸 司

竜 Ul奇 仁井田敏英 一意

上野朔太寛司

小林あつ美 祁司

大槻亮平勝恵

小山田高志 直美

榊枝裕紀 清

鈴木千景一善

野口友香四郎

明菜和夫

7
月

5
日
実
施

河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が

月
五
臼
(
日
)
に
県
内
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。
村
で
は
、
昨
年
と
同
じ
く

釜

釜

。

須

ク

須

。

南

北

四辻新田

行
政
区
ご
と
に
河
川
環
境
の
浄
化
を

図
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

各
医
長
さ
ん
を
と
h

心
し
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

@
山
小
屋
の
我
妻
利
夫
さ
ん
か
ら

一

万

円

@
岩
法
寺
の
倉
鎌
秀
雄
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
) おくやみ

申し上げます
(4丹届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

白旗トメ 91 栄治

川崎ヨシ 94 幸夫

小針千志雄 86 竹千代

須釜フジヨ 71 害男

大越喜三郎 88 常 義

佐久間 - 85 キヨノ

地 IR
川辺

中

岩法寺

南須釜

議欝騒亀

田J1，554戸(什)

盤
重
審

7，537人 (+11)

3，728人(十 1) 

3，809人 (ート10)

村のようす
(62年 5月1日現在)3

3
 

税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
み
な
さ

ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

@一ア

i
マ
:
・
税
に
関
す
る
も
の

@
応
募
数
・
:
一
人
一
編
、
一
二
千
字
以
内

⑧
締
切
:
・
九
月
五
日
ま
で
須
賀
川

税
務
署
へ
。




